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𝑎(0 ≤ 𝑎 ≤ 1)は，この上三角形領域を指定するパラメータであり，この値が 1 に近ければ，
下限は 0 に近づき上限は 1 に近づくので，レポートゾーン(𝐿𝑖 , 𝑈𝑖)は区間（０，１）を広くカ










図 1 傍観者のレポートゾーン（上三角形部分） 
図 2 レポートゾーンの変化 
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告するモチベーションは下がると想定しよう．レポートゾーン(𝐿𝑖 , 𝑈𝑖)が(𝐿𝑖 − Δ, 𝑈𝑖 + Δ)と両
端にΔだけ拡大する．Δが負の場合は，レポートゾーンは縮小することになる．このレポート
ゾーンの変動は図 2 に示すように，ある 3 次関数によって決定されるとする．一回の変動
の上限は，+𝑟，下限は−𝑟であり，変曲点をK 2⁄ である．ここで採用する３次関数は次のとお
りである． 
𝑦 = 𝑥3 + 𝑏𝑥2 + c𝑥 − 1   
ここで，𝑏 = − 3𝐾 2⁄ , 𝑐= (𝐾3 + 4) 2𝐾                                  ⁄  
ｔ日の報告者割合がX(𝑡)であるとき，この３次関数によって，レポートゾーンの変動幅Δ(𝑡)
が決まる．すなわち，各傍観者 i の(t + 1)日のレポートゾーンは前日の(𝐿𝑖(𝑡), 𝑈𝑖(𝑡))から





用した．シミュレーションプラットフォームは artisoc4.0 である．学生数 25 人，閾値
0.8 でパラメータ a を 0～0.9 まで変化させた場合についてシミュレーション実験を行
った．シミュレーションの停止条件は，いじめが解消するまで（閾値を超えるまで）
または，シミュレーション回数が 100 回を超えるまでである．シミュレーション実験
はそれぞれ 50 回実施している． 
図 3 は学生数 25 人，閾値 0.8，パラメータ a=0.2 の場合の報告者数の推移を 50 回
のシミュレーション毎に示したものである．図 4 は学生数 25 人，閾値 0.8 において
パラメータ a を 0～0.9 まで変化させた場合について乱数シードごとの特徴を示したも
のである．乱数シードによって閾値を超える場合とそうでない場合が存在するが,すべ
てのパラメータ a において同様の傾向がうかがえる．表 1 は学生数 25 人，閾値 0.8
の場合において，異なる乱数シードで 50 回のシミュレーションを行った結果に対し
て，パラメータ a 毎の閾値を超えるまでの平均回数と閾値を超える割合を示したもの















図 4 パラメータ a 毎の Seed に対する閾値を超えるまでの回数の変化 
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表 1 閾値を超えるまでの割合と平均回数（学生数 25 人，閾値 0.8） 
a 閾値を超えるまでの平均回数 閾値を超える割合 
0.0 55.75 0.08 
0.1 42.67 0.24 
0.2 27.26 0.38 
0.3 15.23 0.44 
0.4 7.42 0.48 
0.5 4.35 0.62 
0.6 3.58 0.72 
0.7 3.17 0.84 
0.8 2.75 0.96 
0.9 2.00 1 
 
 
図 5 パラメータ毎の閾値を超える割合とその平均回数（学生数 25 人，閾値 0.8） 
 
次に，学生数が 50，100，500 人の場合についても，閾値 0.8 でパラメータ a を 0
～0.9 まで変化させ，学生数が 25 人の場合と同様の条件でシミュレーション実験を行

















































図 6 パラメータ a に対する閾値を超えるまでの平均回数（閾値 0.8） 
 
 
図 7 パラメータ a に対する閾値を超える割合（閾値 0.8） 
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